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人
口
減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
地
域
で
発
生

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
自
主
防
災
組

織
、消
防
団
な
ど
の
活
動
の
継
続
、

公
共
交
通
機
関
の
維
持
な
ど
、課

題
は
地
域
ご
と
に
異
な
り
、一
律

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
は
、多
様

化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、こ
の
よ
う
な
状
況
に

対
応
す
る
た
め
、２
０
１
３
年
度

に「
と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ
」を

設
置
。登
米
市
型
中
間
支
援
組
織

と
し
て
、各
種
団
体
な
ど
の
活
動

を
支
援
す
る
業
務
と
併
せ
て
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
や
市
民
活
動
団

体
、企
業
、市
民
、行
政
が
、共
通
の

目
標
に
取
り
組
む「
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
、市
の
持

続
的
な
発
展
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

交
流
や
自
主
的
な
市
民
活
動
、

社
会
参
加
は
、地
域
へ
の
愛
着
を

生
み
出
し
、地
域
の
活
性
化
と
暮

ら
し
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。次
の
世
代
へ
持
続
可
能
な

「
あ
ふ
れ
る
笑
顔
、豊
か
な
自
然
、

住
み
た
い
ま
ち
」を
引
き
継
い
で

い
く
た
め
、互
い
に
力
を
合
わ
せ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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　とめ市民活動プラザは、「一般社団法人あしすと」が登米市の
指定管理者として管理運営しています。 利用にあたり不明な点
は、問い合わせください。

迫町佐沼字西佐沼70（旧迫にぎわいセンター）
午前９時～午後10 時
毎週月曜日、12月29日～翌年１月３日

　　☎ 0220（21）5565　 0220（23）8070

▶
▶
▶
▶

▶

▶

▶
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■会計別予算額

状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
は
、こ
ど
も
や
高
齢
者
、障
が
い
者

に
対
す
る
福
祉
の
充
実
な
ど
に
使
わ
れ
る

民
生
費
が
１
３
４
億
１
９
９
万
円
と
最
も

多
く
、次
い
で
市
民
を
守
る
消
防
・
救
急
な

ど
の
消
防
費
、市
の
管
理
業
務
で
あ
る
総

務
費
、議
会
運
営
関
連
経
費
で
あ
る
議
会

費
を
合
わ
せ
た
80
億
７
８
３
４
万
円
、学

校
教
育
や
生
涯
学
習
な
ど
の
教
育
全
般
に

充
て
る
教
育
費
が
71
億
９
８
８
０
万
円
と

続
い
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、市
政
の
基
本
的
な
施
策
経

費
で
あ
る
一
般
会
計（
※
１
）の
ほ
か
、国

民
健
康
保
険
事
業
な
ど
５
つ
の
特
別
会
計

（
※
２
）と
病
院
事
業
な
ど
４
つ
の
企
業
会

計（
※
３
）が
あ
り
ま
す
。会
計
ご
と
の
予

算
額
は「
会
計
別
予
算
額
」の
と
お
り
で

す
。

　

本
市
の
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
予
算

額
は
、４
６
１
億
４
２
７
０
万
円
で
、前
年

度
に
対
し
て
21
億
６
３
９
８
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、地
方
交
付
税
な
ど
の
交
付
金

が
１
９
８
億
５
７
５
５
万
円
、国
・
県
支
出

金
が
87
億
７
１
８
５
万
円
、こ
れ
ら
を
合

わ
せ
る
と
２
８
６
億
２
９
４
０
万
円
と
歳

入
合
計
の
約
62
％
を
占
め
て
お
り
、依
然

と
し
て
国
や
県
な
ど
へ
の
依
存
度
が
高
い

■一般会計歳入予算

■一般会計歳出予算
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☎
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２
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市
で
は
、４
月
１
日
付
け
で
行

政
組
織
を
改
編
し
ま
し
た
。

▼
市
民
の
市
政
へ
の
参
画
を
促
し

意
見
な
ど
を
施
策
や
事
業
に
反
映

す
る
た
め
、ま
ち
づ
く
り
推
進
課

の
広
報
係
が
市
長
公
室
に
移
り
、

「
広
報
広
聴
係
」に
改
め
、広
報
活

動
と
広
聴
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

総
合
計
画
な
ど
に
基
づ
く
大
規

模
事
業
の
推
進
に
向
け
て
効
率
的

な
行
財
政
運
営
を
図
る
た
め
、財

政
経
営
課
が
総
務
部
か
ら
ま
ち
づ

く
り
推
進
部
に
移
り
ま
し
た
。

▼
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
課
を
廃
止
し
、移
住
定
住
や
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
業

務
を
担
う
ふ
る
さ
と
定
住
係
が
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
に
、観
光
業
務

が
産
業
経
済
部
に
移
り
ま
し
た
。

▼
地
域
間
交
流
や
結
婚
推
進
の
業

務
が
市
民
協
働
課
地
域
づ
く
り

推
進
係
に
移
り
、名
称
を「
地
域
交

通・交
流
係
」に
改
め
ま
し
た
。

▼
業
務
連
携
と
災
害
廃
棄
物
の
迅

速
で
円
滑
な
処
理
を
進
め
る
た

め
、環
境
課
の
廃
棄
物
対
策
係
を

廃
止
し
、環
境
事
業
所
に「
廃
棄
物

対
策
課
」を
設
置
し
ま
し
た
。

▼
特
例
臨
時
接
種
の
終
了
に
伴

い
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶ ▶

▶

▶ ▶

▶

▶ ▶

ン
接
種
対
策
室
を
廃
止
し
、健
康
推

進
課
に
業
務
を
集
約
し
ま
し
た
。

▼
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の

相
談
を
一
体
的
に
支
援
す
る
た

め
、子
育
て
支
援
課
内
に「
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、子
ど

も
家
庭
支
援
係
を「
家
庭
児
童
支

援
係
」に
改
め
、「
母
子
保
健
係
」を

設
置
し
ま
し
た
。

▼
観
光
と
物
産
の
推
進
体
制
を
強

化
す
る
た
め
、ま
ち
づ
く
り
推
進

部
の
観
光
業
務
が
産
業
経
済
部
に

移
り
、「
観
光
物
産
戦
略
課
」を
設

置
。課
内
に「
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
係
」

と「
観
光
戦
略
係
」を
設
置
し
ま
し

た
。

▼
住
宅
都
市
整
備
課
を
再
編
。建

築
係
を「
建
築
営
繕
課
」に
格
上
げ

し
、市
の
建
築
工
事
や
修
繕
に
特

化
し
た
業
務
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
文
化
財
保
護
と
文
化・
芸
術
活

動
の
充
実
の
た
め
、文
化
財
文
化
振

興
室
を「
文
化
財
文
化
振
興
課
」へ

格
上
げ
し
、事
務
室
を
歴
史
博
物

館
か
ら
中
田
庁
舎
に
移
転
し
ま
し

た
。

▼
総
務
部
人
事
課

（
人
事
研
修
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５
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　介護保険制度は、介護が必要な高齢者を社会全体で支えることを目的に創設された制度です。
　65歳以上の介護保険料は、これまでの介護給付実績や要介護認定者数などを踏まえ、３年間で必要な介護サービス
費用の総額見込みに基づいて１人当たりの額を算出し、３年ごとに見直しています。また、今回の保険料から、負担能力
に応じた保険料負担の段階設定を見直し、令和６年度から保険料の標準段階を９段階から13段階にしました。新しい
段階設定で算定した令和６年度の保険料は、７月中旬に通知します。

▶ ▶
▶

福祉事務所長寿介護課（介護給付係）
☎ 0220（58）5551

　市は、市民が安心して市民活動に参加できるよう、市民
活動総合補償制度を設けています。これは、市民活動団体
や自治会など、市が関与しない市民活動をしている人が、
無報酬で行う公益的な活動中にけがをしたり、誤って第
三者を負傷させたりした場合などの不慮の事故を救済す
る制度です。市が保険料を負担し、保険会社と契約します
ので、皆さんが加入の手続きをする必要はありません。

市内を拠点として継続的、自発的に社会貢
献活動に従事し、公益的なサービスを提供している個人
や団体

社会教育活動、社会福祉・社会奉仕活動、
地域社会活動など

宗教・政治・営利を目的とした活動、学校
行事、銃器を使用する有害鳥獣駆除活動、趣味のスポーツ
や文化活動、災害救助など緊急時の活動など

事故発生から30日以内に、最寄りの総合支所
市民課または市民協働課へ、事故報告書に活動の概要が
分かる通知文、お知らせ、参加者名簿などの資料を添えて
申請してください

■ （第三者の身体・財物などに損害を与え、
法律上の賠償責任を負った場合）

■ （活動中に事故で負傷または熱中症などを発
症し、通院した場合）

まちづくり推進部市民協働課（市民活動支
援係）
☎ 0220（22）2173　 0220（22）9164
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▶
▶

登米市民病院・地域医療連携センター（多目的ホール）
小論文試験（１時間）、人物（面接）試験、健康診断、資格

調査
申込書は、医療局経営管理部経営管理課で配

布します。郵便で請求する場合は、封筒の表に「看護師採用試験申
込書請求」と朱書きし、宛先を記入し120円切手を貼った返信用封
筒（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同封してください。申込書は、市医
療局ホームページからもダウンロードできます

医療局ホームページに受験番号を掲示し、受験者に結
果を郵送で通知します

医療局経営管理部経営管理課（人事係）
〒987－0511 迫町佐沼字下田中25
☎ 0220（21）6888

　

市
と
県
は
、大
切
な
森
林
を
次

の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、毎
年
、春
と
秋
の
２

回
、市
民
参
加
に
よ
る
植
樹
活
動

「
市
民
参
加
の
新
た
な
森
林
づ
く

り
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

植
樹
祭
で
は
、誕
生
記
念
や
結

婚
記
念
な
ど
、参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

の
記
念
を
標
柱
に
記
し
て
植
樹
す

る「
わ
た
し
の
記
念
植
樹
」も
併
せ

て
実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く

だ
さ
い
。５

月
26
日（
日
）午
前
10
時

〜
正
午（
小
雨
決
行
）

津
山
町
柳
津
字
黄
牛

深
畑
地
内

道
の
駅
津
山
・

も
く
も
く
ラ
ン
ド
駐
車
場
／
午
前

９
時
30
分

※
集
合
場
所
か
ら
植
樹
場
所
ま
で

は
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す

無
料

軍
手
、長
靴

先
着
１
５
０
人　

※
記
念
植
樹
は
先
着
20
人

５
月
20
日（
月
）

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、電
子
メ
ー
ル

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル

の
場
合
は
、参
加
者
の
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い

※
記
念
植
樹
を
申
し
込
む
場
合

は
、記
念
名（
小
学
校
入
学
記
念
な

ど
）、標
柱
設
置
者
の
氏
名
も
明
記

し
て
く
だ
さ
い

産
業

経
済
部
農
林
振
興
課（
林
業
振
興

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
２

死norinshinko@
city.tom

e.
m
iyagi.jp
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➊
➋

➌

➊
➋

➌

➊

➋

➌

▶

▶

　宮城県林野火災防ぎょ訓練を開催します。本訓練は昭
和43年度から始まり、登米市での開催は６年ぶりとなり
ます。多数の防災機関が参加する大規模な訓練で、ヘリコ
プターによる空中消火訓練や、消防車が連携した消火訓
練などを実施します。ぜひ、ご覧ください。

５月25日（土）午前９時～11時30分
▶会場＝長沼フートピアトヨテツの丘公園、アイ

エス総合ボートランド（宮城県長沼ボート場）▶臨時ヘリ
ポート＝豊里花の公園
※当日は、会場周辺の道路で一部を通行規制します。通行
の際は、現場警察官、誘導員の指示に従ってください。ま
た、ヘリコプターや防災機関車両によるサイレン吹鳴な
ども実施されます。皆さんのご理解とご協力をお願いし
ます。

※訓練を参観する人は「参観者駐車場」を利用ください
総務部防災危機対策室（危機対策係）

☎ 0220（23）7393

詳しくは、市公式ホームページで確認するか問い合わせください
建設部建築営繕課（営繕二係）　☎ 0220（34）2318
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「
登
米
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
表

彰
式
」は
３
月
20
日
、中
田
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体

お
よ
び
功
労
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
敬
称
略
、順
不
同
。令
和
５
年
度

に
お
け
る
所
属
等
を
掲
載

◉▼
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校
吹
奏

楽
部

◉▼
千
葉
美み

沙さ

希き

（
佐
沼
高
）

◉▼
佐
沼
中
学
校
箏そ

う

曲き
ょ
く

部

◉▼
佐
藤
心み

璃り

愛あ

（
東
和
中
）▼
高
橋

桜さ
く
ら

子こ

（
南
方
小
）▼
氏
家
苺も

も々

夏か

（
南
方
中
）▼
星
奈な

な々

恵え

（
南
方
中
）

◉▼
太
田
洋よ

う

子こ

（
迫
町
）▼
菅
原
颯ふ

う

真ま

（
豊
里
小
）▼
及
川
心こ

こ

愛あ

（
登
米
総

合
産
業
高
）▼
小
野
寺
芹せ

奈な

（
津
山

小
）

◉▼
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

◉▼
須
藤
愛え

紅く

（
登
米
中
）▼
目
黒
心こ

こ

寧ね

（
南
方
中
）▼
橋
沼
新し

ん（
登
米
市

体
育
協
会
）▼
浅
野
ム
ハ
マ
ド
レ

イ
ノ（
佐
沼
高
）▼
山
本
龍り

ゅ
う

和わ

（
佐

沼
高
）▼
久
保
田
夏な

奈な

（
佐
沼
高
）

▼
森
菜な

な々

佳か

（
佐
沼
高
）▼
鈴
木
陸り

く

斗と

（
佐
沼
高
）▼
小
泉
宗そ

う

士し

（
福
島

大
）▼
佐
藤
駿か

け
る（
南
方
中
）▼
佐
藤

碧あ
お

海い

（
加
賀
野
小
）▼
主
藤
愛あ

結ゆ

（
宝
江
小
）▼
主
藤
晴は

る

翔と

（
宝
江
小
）

▼
秋
山
心こ

こ

音ね

（
登
米
中
）▼
川
嶋
太た

一い
ち（
登
米
中
）▼
百
目
木
綾あ

や

乃の

（
迫

町
）▼
佐
竹
と
み
子こ

（
豊
里
町
）▼

佐
藤
新し

ん

市い
ち（

中
田
町
）▼
菅
原
猛た

け

夫お

（
迫
町
）▼
阿
部
一か

ず

憲の
り（

登
米
町
）▼

千
葉
た
み
子こ

（
中
田
町
）▼
佐
藤
煌こ

う

心し
ん（
上
沼
小
）▼
梶
原
瑞み

ず

生き

（
佐
沼

小
）▼
藤
原
賀が

空く

（
新
田
中
）▼
土

生
悠ゆ

う

斗と

（
佐
沼
中
）▼
武
川
裕ゆ

う

奈な

（
小
松
大
谷
高
）▼
保
科
希の

ぞ

み咲（
加

賀
野
小
）▼
鎌
田
璃り

音お

（
浅
水
小
）

▼
保
科
奏か

な

で希（
中
田
中
）▼
安
達

斗と
う

我が

（
佐
沼
中
）▼
熊
谷
煌こ

う

羽は

（
中

田
中
）▼
藤
原
心み

ち

か愛（
新
田
中
）▼

及
川
天て

ん

心し
ん（
浅
水
小
）▼
遠
藤
星せ

い

夜や

（
佐
沼
中
）▼
千
葉
陽よ

う

太た

（
中
田
中
）

▼
奥
山
惠け

い

悟ご

（
佐
沼
高
）▼
及
川

彪ひ
ゅ
う

我が

（
南
方
中
）▼
佐
々
木
謙け

ん

伍ご

（
米
山
中
）▼
千
葉
陽ひ

な

太た

（
中
田
中
）

▼
高
橋
健か

つ

哉や

（
石
森
小
）▼
羽
生

皐さ
つ
き（
浅
水
小
）▼
菊
田
あ
さ
ひ（
佐

沼
小
）▼
菊
田
進し

ん

太た

朗ろ
う（
佐
沼
中
）

▼
伊
藤
楓ふ

う

來ら

（
豊
里
中
）▼
及
川
煌こ

う

飛ひ

（
上
沼
小
）▼
菅
原
寧ね

音ね

（
豊
里

小
）▼
及
川
凌り

ょ
う（

中
田
中
）▼
鎌
田

大た
い

蔵ぞ
う（

仙
台
育
英
学
園
高
）

◉▼
佐
沼
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
▼
迫
愛
会
ジ
ュ
ニ
ア（
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）▼
球
愛
会（
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）▼
中
田
中
学
校

卓
球
部
▼
佐
沼
高
等
学
校（
ボ
ー

ト
）▼
中
田
Ｂ（
防
具
付
空
手
）▼

米
山
中
学
校
柔
道
部
▼
佐
沼
・
米

山
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
▼
中

田
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
▼
飛

鳥
未
来
き
ず
な
高
等
学
校（
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

◉▼
千
葉
優ゆ

花な

（
東
陵
高
）▼
鎌
田

百ゆ

希の

（
浅
水
小
）▼
遠
田
徠ら

い

羽は

（
石

越
小
）▼
多
田
晧こ

う

二じ

良ろ
う（

迫
町
）▼

佐
々
木
仁ひ

と

美み

（
南
方
中
）▼
阿
部

凌り
ょ
う

成せ
い（
小
牛
田
農
林
高
）▼
二
ノ

神
咲さ

織お
り（
中
田
中
）▼
牧
野
珠し

ゅ

奈な

（
中
田
中
）▼
佐
々
木
媛ひ

め

菜な

（
中
田

中
）▼
髙
橋
莉り

奈な

（
豊
里
中
）▼
熊

谷
翼つ

ば
さ（
米
谷
小
）▼
伊
藤
睦む

つ

樹き

（
米

山
中
）▼
千
葉
遼り

ょ
う（
東
北
学
院
高
）

▼
石
川
愛え

怜れ
ん（
古
川
黎
明
高
）▼
佐

藤
力ち

か
ら（
佐
沼
高
）▼
藤
森
颯は

や

晟せ

（
佐

沼
高
）▼
佐
藤
南み

な
み（

佐
沼
高
）▼
小

竹
秀し

ゅ
う

太た

（
佐
沼
小
）▼
金
悠ゆ

う

聖せ
い（

石

越
小
）▼
及
川
夏か

澄す
み（
新
田
中
）▼

松
永
雛ひ

な

乃の

（
佐
沼
小
）▼
菊
田
宏こ

う

一い
ち

（
迫
町
）▼
羽
生
菫す

み
れ（
浅
水
小
）▼
浅

野
愛あ

い

奈な

（
佐
沼
中
）▼
川
嶋
す
ず

（
登
米
小
）▼
川
嶋
さ
ち（
登
米
小
）

▼
髙
橋
美み

琴こ
と（
石
越
小
）▼
土
生
悠ゆ

う

斗と

（
佐
沼
中
）▼
山
内
瑞み

ず

貴き

（
中
田

中
）▼
佐
藤
未み

羽う

（
中
田
中
）▼
高

橋
こ
は
る（
佐
沼
中
）▼
千
葉
紗さ

奈な

（
佐
沼
中
）▼
新
田
満ま

叶か
な（
新
田
中
）

▼
佐
々
木
歩ほ

の

か果（
佐
沼
高
）▼
吉
田

倫り
ん（
佐
沼
高
）▼
榊
原
未み

空く

（
佐
沼

高
）▼
川
嶋
心み

結ゆ

（
仙
台
大
明
星

高
）▼
佐
竹
悠ゆ

う

哉や

（
佐
沼
高
）▼
伊

藤
圭け

い

汰た

（
東
北
学
院
大
）▼
佐
々
木

孝た
か

行ゆ
き（
佐
沼
Ｐ
Ｖ
Ｃ
）▼
千
葉
ひ
ば

り（
南
方
中
）▼
佐
々
木
優ゆ

う

羽は

（
中

田
中
）▼
保
科
伶り

ゅ
う

哉や

（
中
田
中
）▼

三
塚
怜れ

和お

（
東
陵
高
）▼
千
葉
太た

い

喜き

（
中
田
中
）▼
菅
原
莉り

子こ

（
加
賀
野

小
）▼
堀
内
敢か

ん

太た

（
古
川
工
業
高
）

▼
及
川
花か

音の
ん（
宝
江
小
）▼
千
葉

凛り

桜お

（
東
郷
小
）▼
伊
藤
結ゆ

う

香か

（
飛

鳥
未
来
き
ず
な
高
）▼
松
田
海み

凪な
ぎ

（
石
森
小
）▼
熊
谷
倫り

ん（
南
方
中
）▼

佐
々
木
稜り

ょ
う

仁と

（
佐
沼
中
）

◉▼
佐
々
木
猛た

け
し（
中
田
町
）▼
狩
野
一か

ず

也や

（
迫
町
）
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み ず き

自然に寄り添い、
暮らしと心を育む

思いやりのある
地域をめざして

ひ ろ と も

　

市
は
、令
和
６
年
度
に
実
施
す

る
、若
者
が
主
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
自
主
的
・
自
発
的
な
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

15
歳
以
上
29
歳
以
下

の
人
で
、市
内
に
居
住
、通
勤
ま
た

は
通
学
し
て
い
る
若
者
３
人
以
上

で
構
成
し
、市
内
を
活
動
拠
点
と

す
る
団
体

※
代
表
者
は
、市
内
に
居
住
す
る

18
歳
以
上
の
人➊

市
内
の
魅
力
の
発

掘
・
向
上
に
取
り
組
む
事
業
➋
若

者
の
交
流
の
場
を
創
出
す
る
事
業

※
事
業
内
容
や
経
費
な
ど
は
、事

前
に
相
談
く
だ
さ
い

10
分
の
10
以
内

１
事
業
当
た
り
10
万
円

５
月
24
日（
金
）ま

ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
市

民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

死shim
inkyodo@

city.tom
e.

m
iyagi.jp.
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トークショーでは女川復幸祭や中東カタールとの国際親睦での
エピソードを交えて、若者たちへエールが送られました。

　まちおこしフォーラム「震災復興まちづくりの手法
を学ぶ」（登米コミュニティエフエム、登米文化振興財
団主催）が３月８日、登米祝祭劇場で開催されました。
　フォーラムでは、震災復興の軌跡を描いたドキュメ
ンタリー映画「サンマとカタール～女川つながる人々
～」を上映。その後のトークショーでは、須田善

よし

明
あ き

女川
町長と映画に出演した阿部淳

あつし

氏から女川での官民一
体となったまちづくりについて語られました。菅原絹

きぬ

子
こ

さん＝南方町山成＝は「ふるさとの復興のために前
向きな思いを形にしていく人たちに感動しました。ぜ
ひ、登米市の若い世代に聞いてほしい」と話しました。

さまざまなサブカルチャーコーナーが設けられ、会場には笑顔
と笑い声があふれていました。

　「サブカル、金（ゴールド）ずんだの陣」（石越コミュニ
ティ運営協議会、登米e-sports主催）は３月２日、石越
公民館で開催され、約900人が来場しました。
　地域の活性化と新たな文化振興を目指すために開催
されたイベントでは、室内ゲームや音楽、ものづくりな
どのサブカルチャー体験のほか、アイドルやマジック
のステージライブ、キッチンカーや物販ブースなど、年
代を問わず楽しめる催しが盛りだくさん。友人と訪れ
た太田久

く

美
み

子
こ

さん＝迫町萩洗＝は「初めてのゲーム体
験や、懐かしい80年代のレコード鑑賞など、時間を忘れ
て夢中になってしまいました」と話していました。

体育館の天井に届きそうなほど高く大きく膨らんだ熱気球に、
参加したこどもたちは目を輝かせていました。

　「熱気球体験」（第28回熱気球全日本学生選手権実行
委員会主催）は３月２日に米山体育館で開催され、市内
外から約60人が参加しました。
　体験会は、翌日に大崎市で開催された熱気球全日本
学生選手権に出場した大学生らが「日頃、活動場所の提
供などで協力いただいている地域住民の皆さんに恩返
しをしたい」と企画。参加者は膨らんだ熱気球の大きさ
を間近で感じたり、クイズで熱気球の仕組みや構造を
学んだりしました。親子で参加した田口朔

さく

さん＝米山
町清水＝は「カラフルできれいな外観と見上げるほど
の大きさに驚きました」と話しました。



今月のホットライン
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トキが定着するためには、森林保全や環境保全型農業の推進、地
域住民の理解など、多くの課題に取り組む必要があります。

　オンライン座談会「トキとの共生を目指す登米市～
登米市に『おかえりトキ』する日を願って～」は３月25
日、市役所南方庁舎で開かれ、約30人が参加しました。
　本市は、環境に優しい農林業の取り組みなどが評
価され、環境省から「トキとの共生を目指す里地（B地
域）」に選定されています。座談会では、日本で絶滅した
野生のトキ復活に向けて、農薬や化学肥料を抑制して
餌場となる田んぼを提供してきた新潟県佐渡島での自
然環境を守る取り組みを紹介。参加者は、オンラインで
佐渡の皆さんと意見交換しながら、人とトキとの共生
について見識を深めました。

暖かな春の日差しの中で読み聞かせを楽しんだこどもたち。新
しい本との出会いに、興味津々の様子でした。

　「春の本まつり」（手のひらサークルたねるべ主催）が
３月24日、手のひらに太陽の家で開かれました。
　こどもも大人もゆっくり本を楽しむブックフェスタ
として、複数の市民活動団体が協力して企画。会場で
は、読み聞かせやコミュニケーションゲーム、お絵描き
体験、古本市などが催されました。また、市内の高校生
らもボランティアで参加。千葉比

ひ

呂
ろ

さん＝登米総合産
業高２年＝は「こどもに関わることが好きで保育士を
目指しています。貴重な体験ができて良かったです」と
話しました。主催者は「今後もさまざまな企画で人の輪
を広げていきたい」と展望を語っていました。

児童活動センターは、延床面積約113平方メートルで定員は40
人程度。テープカットをして開所を祝いました。

　「津山児童活動センター開所式」は３月16日、津山小
学校敷地内に建築した同センター内で行われました。
　児童活動センターは、こどもたちの安全・安心な放課
後の活動場所を確保するために建築。これまで津山林
業総合センターの一室を利用して実施していた放課後
児童クラブと自由来館の機能を併せ持ちます。津山児
童クラブ保護者会会長の本名雪

ゆき

子
こ

さんは「学校に隣接
しているので、交通事故の心配もないですし、防犯の面
でも安心です。こどもたちも完成を楽しみにしていた
ので、友達と仲良く利用してほしいです」と笑顔を見せ
ていました。
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★
若者が参加する、仕事や生活のことを話

　し合うサークルで出会ったんだ。何度か話すう
　ちにお互い魅かれていったよ。
★

家族で秋田県や北海道に旅行したのが楽
　しかったね。
★

どんなことにも手を抜かない、しっかり
　とした性格だよ。嫁いだばかりの頃、家事や農業
　の仕事とか、慣れないことにも頑張ってくれた
　から助かったよ。

物事を最後まで成し遂げる責任感があっ
　て、いろんな人から頼られているんだ。
★

お酒を飲みながらお話しすることかな。
★

お互いに健康で暮らして、３人の孫の成
　長を見守っていきたいね。

わが家のアイドル。
これからも、ニコニコ
笑顔で元気に大きく
なってね。

天が生まれてから毎日
幸せ。いつも幸せをあ
りがとう。ママとパパ
と一緒に成長していこ
うね。

笑顔がかわいいゆな
ちゃん。すくすく元気
に大きくなってね。

驚きの成長スピードで
あっという間にあんよ
も上手になってきたね。
にぃにと一緒にたくさ
んお散歩しようね。

☎
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ぷくぷくでかわいいわ
が家のアイドル。お兄
ちゃんはかわいい妹に
メロメロです。ずっと
仲良しでいてね。

ハイハイできてごき
げんです。三人姉弟の
末っ子は笑顔でみんな
を幸せにしてくれます。
元気に育ってね。

食べることと絵本を読
むことが大好き。弟と
遊んでお世話する小さ
なお母さん。元気に大
きくなってね。

菅原家の天使、やっと
半年になったね。これ
からも笑顔を忘れず、
元気にすくすく育って
ね。

　ぼくは、幼稚園の頃からラグビーをやってい
ます。最初はタグラグビーでしたが、３年生か
らはタックルもするようになりました。体を思
いっきりぶつけ合ったり、みんなで力を合わせ
てプレーしたりするのが、ラグビーの楽しいと
ころです。
　ぼくの憧れは、プロラグビー選手の松田力也
さんです。松田さんのキックは超一流です。去年
のワールドカップでは、95パーセントもキック
を成功させるなど、チームの司令塔として活躍
しました。
　将来は、松田さんのようなコンバージョン
キックができるようになりたいです。どんな状
況でも正確にキックができるようにもっと練習
を重ねたいです。まずは、ラグビー部のある佐沼
高校に入ることが目標なので、学校での勉強も
たくさん頑張りたいです。そして、ラグビーの日
本代表になって、みんなにラグビーの面白さを
伝えたいです。
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◉

☎

◉

　

☎

　

☎

㊊

㊋

㊋

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎

㊎
☎ ☎

㊏
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊊
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉

☎

☎

◉
　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に

伴
っ
て
、悪
質
な
訪
問
販
売
や
勧

誘
行
為
、契
約
や
取
引
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
、多
重
債
務
な
ど
消
費

生
活
に
関
す
る
問
題
が
多
発
し
て

い
ま
す
。自
分
は
大
丈
夫
と
思
い

込
ま
ず
、日
頃
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
知
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。不
審
な
電
話

や
訪
問
を
受
け
た
時
の
対
応
方
法

や
、ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か

な
ど
に
つ
い
て
、家
族
な
ど
と
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
ご
自
身
や
身
近
な
人
の

被
害
に
気
づ
い
た
ら
、お
住
ま
い

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相

談
く
だ
さ
い
。

◉
　
「
最
近
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ

た
」「
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
が
ど

う
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
」な
ど
、気

に
な
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
相
談
く
だ
さ

い
。総
合
診
療
医
が
応
じ
ま
す
。

５
月
16
日（
木
）午
前
10
時

（
要
事
前
予
約
）

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階

相
談
室
）

各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１
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食
べ
る
こ
と
は
、体
も
心
も
豊

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。「
食
」を
切

り
口
に
し
て
、健
康
に
つ
い
て
仲

間
と
共
に
学
び
、健
康
づ
く
り
の

輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

５
月
〜
令
和
７
年
２

月（
全
６
回
）

※
初
回
は
５
月
21
日（
火
）午
前
10

時
〜
正
午
、南
方
保
健
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
す

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
人

20
人
程
度

健
康
づ
く
り
講
話
・
実
習
・

体
験（
食
育
・
生
活
習
慣
病
予
防
・

高
齢
者
低
栄
養
予
防
な
ど
）

５
月
10
日（
金
）

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い市

民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
　

妊
娠
中
、出
産
、育
児
に
つ
い

て
、ゆ
っ
く
り
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。子
育
て
に
役
立
つ
話
は
も
ち

ろ
ん
、友
達
や
育
児
仲
間
が
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

離
乳
食
、親
子
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど

５
月
14
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

迫
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

◉
　

妊
娠
中
や
出
産
、育
児
に
つ
い

て
、助
産
師
が
個
別
相
談
に
応
じ

ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、心
配
な
こ

と
、不
安
な
こ
と
を
聞
い
て
く
だ

さ
い
。

５
月
21
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

◉
　

み
ん
な
で
話
し
、体
を
動
か
し

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

５
月
22
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

登
米
北
上
こ
ど
も
園

登
米

北
上
こ
ど
も
園

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
５
８

◉
　

妊
娠
中
の
生
活
を
快
適
に
過
ご

し
、正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
て

赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
産
み
育
て
て

い
け
る
よ
う
に
、サ
ロ
ン
を
開
催

し
て
い
ま
す
。個
別
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。

パ
パ
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

妊
娠
期
の
食
事
バ
ラ
ン

ス
、貧
血
・
便
秘
の
予
防
、母
乳
・
授

乳
の
方
法
、離
乳
食
な
ど

５
月
28
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７
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ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

５
月
25
日（
土
）午
前
11
時

〜
午
後
６
時
30
分

エ
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
東
北

中
江
公
園

と
め
ま
る
実
行
委

員
会
ユ
ル
ヤ
カ
ニ
カ
ワ
ル
マ
チ

☎
０
９
０（
７
１
８
５
）６
０
０
４

　

宮
城
県
内
お
よ
び
岩
手
県
一
関

市
の
高
校
生
が
描
い
た
若
さ
あ
ふ

れ
る
作
品
を
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

５
月
30
日（
木
）〜
６
月
２

日（
日
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

６
時（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

登
米
祝
祭
劇
場
小
ホ
ー
ル

無
料

教
育
部
文
化
財
文

化
振
興
課（
文
化
財
文
化
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
３
２

　

２
０
２
３
年
か
ら
始
ま
っ
た
マ

ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト「
と
め
ま
る
」を

今
年
も
開
催
し
ま
す
。飲
食
・
ク
ラ

フ
ト
な
ど
約
80
店
が
出
店
し
ま

す
。ま
た
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

や
高
校
生
企
画
、こ
ど
も
見
守
り

ブ
ー
ス
も
用
意
し
て
い
ま
す
。ぜ

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

☎

電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

※
再
講
習
を
希
望
す
る
人
も
併
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す

消
防

署（
救
急
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　

市
は
、多
様
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
支
援
し
ま
す
。

■
　

実
施
す
る
こ
と
で
売
上
増
加
お

よ
び
事
業
拡
大
の
見
込
み
が
あ
る

事
業
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

市
内
事
業
者（
市
内
在

住
の
個
人
ま
た
は
市
内
に
主
た
る

事
業
所
を
有
す
る
法
人
・
団
体
が

対
象
）

設
備
費
、委
託
費
、旅

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
、適
切
に
応
急
手
当
て
を
す
る

こ
と
で
一
人
で
も
多
く
の
人
の
命

を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
切

な
命
を
救
う
た
め
、講
習
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

５
月
19
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー（
３

階
大
会
議
室
）

心
肺
蘇
生
法
、A
E
D
使

用
方
法
、止
血
法
な
ど

無
料30

人（
先
着
順
）

※
中
学
生
以
上
の
誰
で
も
受
講
で

き
ま
す

５
月
１
日（
水
）〜
12

日（
日
）

22
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に
、必
要
な
資
金
の
一
部
を
支
援

し
ま
す
。

空
き
店
舗
を
賃
借
し
て

新
た
に
出
店
す
る
人
、す
で
に
市

内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
し
新
た

に
２
店
舗
目
を
出
店
す
る
人

▼
改
修
費
、

設
備
費
、設
計
費
な
ど
＝
対
象
経

費
の
３
分
の
１
以
内（
上
限
50
万

円
）▼
申
請
日
か
ら
12
カ
月
間
の

賃
借
料
＝
対
象
経
費
の
３
分
の
１

以
内
、月
額
上
限
２
万
円（
12
カ
月

間
交
付
）

通
年
。予
算
が
な
く

な
り
次
第
受
付
終
了

産
業

経
済
部
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課

（
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　

企
業
の
概
要
説
明
な
ど
、就
職

希
望
者
の
就
職
活
動
を
支
援
す
る

企
業
を
募
集
し
ま
す
。

７
月
２
日（
火
）

登
米
総
合
体
育
館

５
月
13
日（
月
）

※
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

※写真はイメージです

野菜苗
季節の花苗
入荷しました

店内にて

※写真は売場イメージです

100円ショップ
好評営業中！

費
、謝
金
、会
場
借
上
料
な
ど

※
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す

対
象
経
費
の
３
分
の
１

以
内

製
造
用

機
械
の
導
入
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
、商
談
会
へ
の
出
展
、店
舗
改
修

な
ど

通
年
。予
算
が
な
く

な
り
次
第
受
付
終
了

■
　

市
内
で
新
た
に
事
業
を
開
始
す

る
人
に
対
し
、創
業
時
に
必
要
な

資
金
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

市
内
で
令
和
７
年
３
月

末
ま
で
に
新
た
に
事
業
を
開
始
す

る
人
ま
た
は
第
２
創
業
を
す
る
人

※
詳
し
く
は
公
募
要
領
を
確
認
く

だ
さ
い

支
援
対
象
期
間（
令

和
６
年
７
月
〜
令
和
７
年
３
月
）

の
従
業
員
の
人
件
費
、店
舗
な
ど

の
借
り
上
げ
料
、設
備
費
、仕
入

れ
・
材
料
費
、委
託
費
、旅
費
な
ど

対
象
経
費
の
３
分
の
２

以
内（
上
限
２
０
０
万
円
）

提
出
さ
れ
た
事
業
計

画
を
審
査
会
で
総
合
的
に
評
価
し

選
考
し
ま
す

１
件
程
度

５
月
31
日（
金
）

■
　

空
き
店
舗
を
賃
借
し
て
新
た
に

小
売
業
・
飲
食
業
を
開
始
す
る
人

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
企
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必

要
な
知
識
・
技
能
の
習
得

就
職
・
転
職
の
た
め
に

本
課
程
の
技
能
、知
識
な
ど
を
習

得
し
よ
う
と
す
る
人
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
受
講
指
示
、推
薦
ま
た

は
支
援
指
示
を
受
け
ら
れ
る
人

15
人

６
月
14
日（
金
）〜
９

月
13
日（
金
）

J
M
T
C
佐
沼
教
室

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
約

１
万
３
千
円（
授
業
料
は
無
料
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

４
月
30
日（
火
）〜
５

月
28
日（
火
）６

月
４
日（
火
）

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

▶

▶

☎
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

令
和
６
年
４
月
分
か
ら

令
和
７
年
３
月
分
ま
で
の

国
民
年
金
保
険
料
は
、月
額

１
万
６
９
８
０
円
で
す
。保
険

料
は
、日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、金

融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
て
の
納
付
や
便
利
で
お
得
な

口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。毎
月

の
保
険
料
の
納
付
期
限
は
、翌

月
の
末
日
で
す
。保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
、不
慮
の
事

故
が
発
生
し
た
際
に
、障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、必
ず
納
付
期
限
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、所
得
が
少
な
い
な
ど

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、保
険
料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
と
な
っ
た
場
合

の
臨
時
特
例
免
除
申
請
の
受
付

手
続
き
は
、令
和
４
年
度
分（
免

除
・
納
付
猶
予
は
令
和
４
年
７

月
分
か
ら
令
和
５
年
６
月
分
、

学
生
納
付
特
例
は
令
和
４
年
４

月
分
か
ら
令
和
５
年
３
月
分
）

の
申
請
ま
で
可
能
で
す
。

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

◉
　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
を

促
進
す
る
た
め
、機
器
の
購
入
や

設
置
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃

焼
機
器

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人
➊
市
内
に
住
所
が
あ
り
、住

宅
に
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
➋
交

付
決
定
日
以
降
に
機
器
を
設
置
す

る
こ
と
➌
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ

と
➍
こ
れ
ま
で
当
該
補
助
金
を
交

付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
１（
補
助
上
限
額
＝
10
万
円
）

令
和
７
年
３
月
10
日

（
月
）

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
け

付
け
を
終
了
し
ま
す

◉
　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
少
な
い
電
気
自

動
車
な
ど
の
普
及
促
進
を
図
る
た

め
、電
気
自
動
車
な
ど
の
導
入
経

費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

次
の
全
て
に
該
当
す
る

人
➊
市
民
ま
た
は
市
内
事
業
者
で

あ
る
こ
と
➋
市
税
に
滞
納
が
な
い

こ
と

電
気
自
動
車
、プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動

車
、燃
料
電
池
自
動
車
の
い
ず
れ

か
で
あ
り
、次
の
全
て
に
該
当
す

る
こ
と
➊
車
検
証
に「
自
家
用
」と

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
➋
使
用
の

本
拠
の
位
置
が
登
米
市
内
で
あ
る

こ
と
➌
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
に
初
度
登
録
さ
れ

て
い
る
こ
と

次
の
全
て
に
該
当

す
る
こ
と
➊
新
車
で
購
入
ま
た

は
リ
ー
ス
契
約
し
て
い
る
こ
と

（
リ
ー
ス
契
約
の
場
合
は
、契
約
期

間
が
４
年
以
上
で
あ
り
、新
車
購

入
と
同
等
程
度
の
債
務
が
発
生
す

る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
）
➋
車
検

証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
所
有
者
ま

た
は
使
用
者
で
あ
る
こ
と

10
万
円

令
和
７
年
３
月
31
日

（
月
）

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
け

付
け
を
終
了
し
ま
す

◉

申
請
書
と
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
請
書
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

市
民

生
活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

㊎
～
㊏

◉
➊ ➋
➌ ➍

➋

☎

㊏
～
㊐

◉

☎

㊌
～
㊎

◉

☎

㊐

◉
➊ ➋

➌

☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

協
賛
金
を
除
く
諸
収
入
を
控
除
し

た
額（
補
助
対
象
額
）の
２
分
の
１

以
内
の
額
。た
だ
し
、そ
の
額
を
協

賛
金
が
上
回
る
場
合
は
、補
助
対

象
額
か
ら
協
賛
金
を
控
除
し
た
額

９
月
30
日（
月
）

※
令
和
６
年
度
事
業
分
は
受
け
付

け
を
終
了
し
て
い
ま
す

※
事
前
に
提
出
書
類
な
ど
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い

教
育

部
文
化
財
文
化
振
興
課（
文
化
財

文
化
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
３
２

０
２
２
０（
３
４
）２
５
０
４

　

市
で
は
法
定
受
託
事
務
と
し

て
、自
衛
官
な
ど
の
募
集
に
対
し

協
力
し
て
お
り
、対
象
と
な
る
人

の
氏
名
と
住
所
を
印
字
し
た
宛
名

シ
ー
ル
を
自
衛
隊
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

情
報
提
供
は
、法
令
な
ど
に
基

づ
き
適
切
に
行
い
ま
す
が
、提
供

を
望
ま
な
い
人
は
、申
し
出
に
よ

り
自
衛
隊
へ
提
供
す
る
情
報
か
ら

除
外
し
ま
す
。

市
内
に
住
所
を
有
す
る

人
の
う
ち
、平
成
18
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人（
外
国
籍
、Ｄ
Ｖ
等
支
援
措
置

対
象
者
を
除
く
）

申
出
書
と
本
人
確
認

書
類
の
写
し
を
総
務
部
総
務
課
に

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

５
月
31
日（
金
）必
着

※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い総

務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

令
和
７
年
度
に
実
施
す
る
、芸

術
文
化
団
体
が
主
催
す
る
大
会
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
に
市
内

で
芸
術
文
化
団
体
が
主
催
す
る
各

種
大
会（
音
楽
、伝
統
芸
能
、美
術
、

文
芸
な
ど
）で
全
国
的
な
規
模
で

実
施
す
る
も
の

次
の
い
ず
れ

か
少
な
い
額
で
、30
万
円
を
上
限

と
し
ま
す
。
➊
補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内
➋
全
体
経
費
か
ら

0220-23-8688下田中53番地8
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

県
内
の
市
町
村
職
員
を
目
指
す

大
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

令
和
７
年
３
月
に
大
学

等
を
卒
業
予
定
の
人
、県
内
市
町

村
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
人

５
月
10
日（
金
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時
30
分

宮
城
県
庁
２
階
講
堂

３
０
０
人

※
申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ

さ
い

総
務
部
人
事
課

（
人
事
研
修
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５

■
　

県
内
に
お
け
る
過
去
10
年
の
農

作
業
死
亡
事
故
は
、農
業
機
械
作

業
に
係
る
事
故
が
全
体
の
約
８
割

を
占
め
、そ
の
う
ち
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
も
の
が
半
数
を
超
え
ま

す
。ま
た
、60
歳
以
上
の
死
亡
事
故

は
約
９
割
と
高
い
割
合
と
な
っ
て

い
ま
す
。対
策
と
点
検
で
重
大
な

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

➊
確
実
な
運
転

操
作
と
ブ
レ
ー
キ
連
結
の
確
認
➋

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
の
装
着

と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
➌
ラ
ン
プ
類
や
低
速
車

マ
ー
ク
な
ど
の
取
り
付
け

産
業
経
済
部
産
業

総
務
課（
産
業
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

■
　

農
繁
期
に
は
、ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
か
ら
道
路
に
土
が
落
ち
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。落
ち
た
土
は
通
行

の
妨
げ
や
、交
通
事
故
の
原
因
と

な
る
だ
け
で
な
く
、泥
や
土
の
塊

を
道
路
に
落
と
す
こ
と
は
道
路
法

で
禁
止
行
為
と
し
て
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。や
む
を
得
ず
道
路
を
汚

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、速
や
か

に
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

安
全
で
快
適
に
通
行
で
き
る
よ

う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

５
月
１
日
時
点
で
市
内

に
住
所
を
置
き
、本
年
４
月
に
第

３
子
以
降
の
子
が
小
学
校
に
入
学

し
た
保
護
者

１
人
に
つ
き
３
万
円

小
学
校
を
通
じ
て
、

事
前
に
申
請
書
、事
業
概
要
な
ど

を
配
布
し
ま
す
の
で
、支
給
対
象

と
な
る
場
合
は
、申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、小
学
校
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い５

月
20
日（
月
）

申
請
書
の
内
容
を
確

認
し
、後
日
結
果
を
通
知
し
ま
す

※
第
３
子
以
降
の
子
が
小
学
校
に

入
学
し
て
も
、該
当
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。支
給
要
件
な
ど
の

詳
細
は
、事
業
概
要
を
確
認
く
だ

さ
い
。ま
た
、市
内
に
住
所
を
置

き
、第
３
子
以
降
の
子
が
市
外
の

小
学
校
に
入
学
し
た
場
合
は
、問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

教
育
委
員
会
教
育

部
学
校
教
育
課（
教
育
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
９

　

認
可
地
縁
団
体
は
、代
表
者
や

区
域
な
ど
の
告
示
事
項
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き
に
届
け
出
が
必
要
で

す
。ま
た
、規
約
を
変
更
し
た
場
合

に
も
、市
長
に
届
け
出
て
認
可
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

認
可
地
縁
団
体
制
度
に
つ
い
て

の
詳
細
や
提
出
書
類
の
様
式
は
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
は
、市
内

の
空
き
家
を「
売
り
た
い
、貸
し
た

い
」と
考
え
る
所
有
者
と
、「
買
い

た
い
、借
り
た
い
」と
考
え
る
人
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
取
り
組
み
で

す
。

　

人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
住
宅

は
、時
間
の
経
過
と
と
も
に
傷
み

が
進
み
や
す
く
な
り
、再
利
用
が

難
し
く
な
り
ま
す
。空
き
家
情
報

バ
ン
ク
に
登
録
し
、資
産
の
有
効

活
用
と
空
き
家
問
題
の
未
然
防
止

に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
ふ
る
さ

と
定
住
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

　

内
閣
府
は
、「
重
要
土
地
等
調
査

法
」に
基
づ
き
、注
視
区
域
と
し
て

指
定
さ
れ
た
区
域
内
の
土
地
・
建

物
で
防
衛
関
係
施
設
な
ど
の
機
能

を
阻
害
す
る
行
為
が
な
い
か
、調

査
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
内
閣
府
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、内

閣
府
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
衛
統
合
デ
ィ
ジ
タ

ル
豊
里
無
線
中
継
所
を
中
心
と
し

た
周
囲
お
お
む
ね
千
メ
ー
ト
ル
の
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☎ ☎ ☎ ☎

　大型連休が始まると、高速道路や長距離を運転する機会が
多くなります。余裕を持った計画と安全運転で、楽しい思い
出をつくりましょう。

（令和６年３月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ６ Ｒ５ 増減数

人身事故
発生件数 16件 25件 ▲9件

死者数 1人 0人 1人

負傷者数 20人 28人 ▲8件

物損事故
発生件数 306件 291件 15件

※Ｒ６年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

　

ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
２
月
受
納
順
）

●
一
般
社
団
法
人
と
め
青
年
会
議

所
様
／
地
方
行
政
体
制
整
備
に
現

金
26
万
３
２
５
０
円

●
鈴
木
香
代
子
様
／
南
方
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
用
・
児
童
用

書
籍
、絵
本
72
冊

●
塚
本
万
亀
子
様
／
市
内
図
書
館

等
用
・
句
集
３
冊

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

（令和６年３月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,646 9,313 9,769 19,082 （▲82）

登米 1,734 2,066 2,255 4,321 （▲40）

東和 2,207 2,683 2,729 5,412 （▲39）

中田 5,267 7,276 7,474 14,750 （▲89）

豊里 2,156 3,002 3,042 6,044 （▲14）

米山 2,790 4,038 4,118 8,156 （▲14）

石越 1,494 2,126 2,118 4,244 （▲12）

南方 2,716 3,871 4,041 7,912 （▲30）

津山 1,109 1,343 1,490 2,833 （▲18）

合計 27,119 35,718 37,036 72,754 （▲338）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

◉

➊
５
月
14
日（
火
）➋
28
日

（
火
）／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

➊
登
米
公
民
館
➋
米
川
公

民
館

無
料

◉
　

失
業
・
病
気
・
人
間
関
係
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
で
生
活
に
困
っ

て
い
る
人
と
一
緒
に
考
え
、解
決

に
向
け
た
行
動
を
サ
ポ
ー
ト
す

る「
登
米
市
自
立
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
そ
・
え
ー
る
登
米
」が
、４
月

１
日
に
移
転
し
ま
し
た
。

迫
町
佐
沼
字
中
江
４
丁

目
15
―
３（
エ
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

東
北
中
江
中
央
公
園
向
か
い
）

※
電
話
番
号
の
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

５
月
24
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分（
要
電
話
予
約
）

と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

開
発
育い

く

子こ

（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

区
域

内
閣
府
重
要
土
地

等
調
査
法
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０（
０
０
１
）１
２
５

　

令
和
５
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業（
地
域
防
災
組
織
育
成
事

業
）で
備
品
な
ど
を
整
備
し
ま
し

た
。こ
の
事
業
は
、自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
受
託
収
入
を
財
源

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど
の
健

全
な
発
展
と
社
会
福
祉
の
向
上
を

目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

北
本
郷
区
自
主
防
災

会

防
災
倉
庫
、マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
、簡
易
ベ
ッ
ド
、担
架
、Ｌ
Ｅ

Ｄ
投
光
器

総
務
部
防
災
危
機

対
策
室（
防
災
計
画
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
９
３



（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://mail.cous.jp/tomecity/

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam

編

集

後

記

▼
４
月
か
ら
広
報
広
聴
係
に
異

動
し
て
き
ま
し
た
。異
動
初
日
、

慣
れ
な
い
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
で

お
っ
か
な
び
っ
く
り
撮
影
し
た

写
真
は
ピ
ン
ボ
ケ
気
味
…
。初

め
て
の
業
務
に
不
安
は
尽
き
ま

せ
ん
が
、取
材
を
通
じ
て
登
米

市
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
知
り
、

そ
の
魅
力
を
広
報
紙
と
い
う
形

で
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
添
田
）

▼
今
号
を
最
後
に
旅
立
つ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。別
れ
の
日
が

近
づ
く
に
つ
れ
て
、卒
業
ソ
ン

グ「
翼
を
く
だ
さ
い
」の
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
頭
の
中
に
流
れ
て
い

ま
し
た
。１
年
間
、地
域
と
職
場

の
皆
さ
ん
の
優
し
さ
に
支
え
ら

れ
、楽
し
く
働
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。こ
こ
で
得
た
貴
重
な

体
験
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、こ

れ
か
ら
自
分
の
信
じ
る
道
を
歩

ん
で
い
き
ま
す
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
木
戸
浦
）

▼
市
役
所
の
組
織
改
編
に
よ

り
、広
報
担
当
は
、ま
ち
づ
く
り

推
進
部
か
ら
総
務
部
市
長
公
室

に
引
っ
越
し
ま
し
た
。場
所
は

変
わ
れ
ど
思
い
は
同
じ
。今
年

度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。（
高
橋
・
渡
邊
）

創設９年目、悲願の全国出場

登米総合産業高
男子ソフトボール部

　３月22日から26日まで山口県宇
う

部
べ

市内で開か
れた「第42回全国高等学校男子選抜大会」（日本ソ
フトボール協会主催）に、登米総合産業高男子ソフ
トボール部が悲願の初出場を果たした。
　登米総合産業高男子ソフトボール部は創設９年
目。現在、選手15人、マネージャー４人の19人で
活動している。指導する小関秀

ひで

徳
のり

監督は「選手たち
は、ソフトボールの基本的な動きや体力づくりを
中心とした練習メニューで基礎を築き上げていま
す。攻守共にバランスの取れたプレーがこのチー
ムの特徴。いつも選手とマネージャーが一丸と
なって声を出して励まし合い、集中力と結束力は
どのチームにも負けません」と話す。
　宮城県大会、東北大会では持ち前の団結力を武

器に優勝し、迎えた全国大会初戦。先発のエース沼
倉が力投するも相手の強力な打線に阻まれた。３
回に佐々木の本塁打で粘りを見せるが惜しくも敗
退した。小関監督は「最後まで諦めることなく、よ
く戦ってくれた」と選手たちの活躍をたたえた。高
橋主将は「監督、先生、マネージャーに支えられ、私
たちは100パーセントの力を発揮することがで
きました。そして、日頃から生活の面で支えてくれ
た家族、練習試合を受けてくれた卒業生、応援して
くれる地域の皆さんには感謝の気持ちでいっぱい
です」と話す。
　「次の大会では優勝して、結果で恩返しをした
い」と胸に誓い、登米総合産業高男子ソフトボール
部の新たな歴史を刻む戦いの幕が上がる。
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